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　６月議会は、一般会計補正予算と国保・老健特

別会計のほか、条例７件など議案24件を審議。ま

た、議員提案の意見書７件のうち、１件を賛成多

数で可決し国へ提出しました。最終日は、『ふじみ

野市大井プール事故調査に関する特別委員会』の

設置をめぐっての論議や、議長・副議長選挙など

も行なわれ、午後７時19分に閉会となりました。

　
就
任
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し

上
げ
ま
す
。

　
六
月
十
六
日
の
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
皆

様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
私
ど
も
二
人
が
正
副
議
長
と

し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
同
時

に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ふ
じ
み
野
市
で
は

本
年
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
掲
げ
た
将
来
像
﹁
自
信
と
誇
り
　
そ

し
て
　
愛
着
の
あ
る
ま
ち
　
ふ
じ
み
野
﹂
の
実
現
を

目
指
し
て
、
行
政
と
と
も
に
、
自
主
性
及
び
自
立
性

に
基
づ
い
た
個
性
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
議
会
が
市
民
の
期
待
と
信
頼
に
こ
た

え
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
、
我
々
市
議
会
議
員
一
人
一
人
が
そ
の
職

責
を
自
覚
し
、
議
員
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
が

責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
ふ
じ
み
野
市
議
会
が
市
民
の
皆
様
か
ら
理

解
と
信
頼
を
い
た
だ
き
、
身
近
な
議
会
と
な
り
ま
す
よ

う
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
初
日
に
、
五
名
に
よ
る
新
し
い
会
派︵
正
翔

会
︶届
け
が
あ
り
ま
し
た
。
常
任
委
員︵
任
期
一
年
︶

の
選
任
が
行
な
わ
れ
、
正
・
副
委
員
長
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
。
各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　︵
自
︶
⋯
自
民
ク
ラ
ブ
　︵
共
︶
⋯
日
本
共
産
党

　︵
公
︶
⋯
公
明
党
　
　
　︵
正
︶
⋯
正
翔
会

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

福村　光泰

（議長）

堀口　修一

（副議長）

◎大石　正英（正）

○田村　法子（公）

　山口　公悦（共）

　小峰　敏彦（自）

　加藤　末勝（自）

　福村　光泰（自）

　小川　愛子（正）

　塚越　洋一（共）

◎野沢　裕司（正）

○高畑　　博（自）

　大築　　守（自）

　伊藤美枝子（公）

　足立志津子（共）

　 橋　順子（公）

　前原かづえ（共）

　小高　時男（自）

　五十嵐正明（正）

◎神木　洋寿（自）

○新井　光男（共）

　高畑　　博（自）

　田村　法子（公）

　山口　公悦（共）

　小峰　敏彦（自）

　岸川　彌生（公）

　野沢　裕司（正）

　飯沼　潤子（正）

　議長・副議長を選出　

常任委員を選任

◎岸川　彌生（公）

○有山　　茂（自）

　堀口　修一（公）

　神木　洋寿（自）

　新井　光男（共）

　岩崎　公夫（共）

　松尾　勝一（自）

　飯沼　潤子（正）

　鈴木　　実（共）
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問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
仕
組
み

は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

答
　
医
療
分
、
介
護
分
で
構
成
さ

れ
て
い
た
国
保
税
に
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
課
税
額
が
加
わ
っ
た
三

本
立
て
と
な
り
、
税
率
等
も
変
更

し
ま
し
た
。
徴
収
方
法
は
、
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
を
平
成
二
十
一

年
十
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
を
加

え
ま
し
た
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
開
始
に
伴
う
新
た
な

軽
減
・
減
免
措
置
を
追
加
し
ま
し

た
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る

市
に
市
外
か
ら
寄
附
が
あ
る
場
合

は
歳
入
増
と
な
り
、
市
民
が
他
の

自
治
体
に
寄
附
し
た
場
合
は
、
税

額
控
除
分
だ
け
税
収
が
減
り
ま
す
。

問
　
地
方
公
共
団
体
の
、
財
政
健

全
化
法
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

監
査
の
役
割
は
。

答
　
監
査
委
員
は
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
等
の

財
政
指
標
か
ら
財
政
状
況
を
審
査

し
ま
す
。

問
　
国
保
税
の
値
上
げ
の
案
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
と

関
係
あ
る
の
か
。

答
　
値
上
げ
の
理
由
は
、
一
般
会

計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
繰
入
金
を

抑
え
る
こ
と
と
、
限
度
額
の
引
き

上
げ
を
県
か
ら
指
導
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
今
回
の
改
定
で
一

人
当
た
り
四
、
八
三
八
円
の
負
担

増
と
な
り
ま
す
が
、
一
回
で
負
担

増
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
、
今
回
の
税
率
改
正
と
あ
わ
せ

影
響
は
。

答
　
寄
附
金
控
除
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
度
課
税
分
か
ら
、

現
行
の
所
得
控
除
方
式
を
税
額
控

除
方
式
に
改
め
、
適
用
下
限
額
が

一
〇
万
円
か
ら
五
、
〇
〇
〇
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
寄
附
を
し
や
す

い
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
本

て
、
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

ず
に
亡
く
な
っ
た
人
が
い
る
と
の

新
聞
報
道
が
相
次
い
で
い
る
。
市

長
は
、
現
実
に
生
活
し
て
い
る
人

た
ち
に
将
来
的
な
不
安
を
持
た
せ

な
い
よ
う
対
応
す
べ
き
。
資
格
証

明
書
の
発
行
を
方
針
と
し
て
決
め

た
の
か
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
国

保
で
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
は
資
格
証
明
書
を
発
行

す
る
方
向
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

て
、
今
ま
で
の
不
都
合
な
部
分
に

つ
い
て
改
定
し
ま
し
た
。

問
　
国
の
社
会
保
障
費
の
抑
制
策

に
よ
っ
て
、
国
保
会
計
へ
の
補
助

金
が
四
五
％
か
ら
三
四
％
に
減
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
問
題
だ
。
今

後
除
々
に
値
上
げ
を
す
る
判
断
な

の
か
。

答
　
そ
の
こ
と
も
含
め
て
、
総
合

的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ

自
民
ク
ラ
ブ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
国
保
税
ど
う
変
わ
っ
た

日
本
共
産
党

国
保
税
値
上
げ
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
導
入

補正予算の主な事業

県議会議員再選挙事業（第１号） 1,538万円

コミュニティ推進事業（第２号） 　380万円

緑地維持管理事業（第２号） 　168万円


